
本年度の行動目標 指標 評価 達成状況 成果 関係者評価 課題（今後の改善点）

全学年におけるＣＲＴ検査と第６学年の全
国学力調査結果から，弱み強みを明確に
し，それをもとに個に応じた指導を展開す
る。

ＣＲＴ１００以上，全国学力調査全国平均以
上 Ｂ

５年生のＣＲＴの結果から，算数科においては数量関係
に，国語科においては漢字力に尐し弱みが見られた。Ｃ
ＲＴは他学年でも算数科だけ実施したが同様の結果で
あった。

全教員が年間１回以上の授業研究を行
い，指導方法の工夫・改善を行う。そのうち
２本は全体公開とし，公開授業を行う。

全員の授業研究２本の公開授業 Ａ 全ての教員が1回以上授業研究を行った。また，１年と６
年の授業を市内に公開し，指導主事を招聘した。

児童アンケート「学校の学習はよく分かって
いる」４段階評価３以上が９０％ Ａ アンケートの結果，９２％の児童が評価３以上であった。

達成できた。

保護者アンケート「お子さんは学校の学習
がよく分かっていますか」４段階評価３以上
が９０％

Ａ 保護者アンケートで９０％であった。達成できた。

学習ボランティ
ア活用

ステップ学習や授業等で学習ボランティア
の活用を図る。

のべ２０人以上活用 Ａ ３１人の登録があり，算数ステップ学習や音楽科での学
習の時間の補助等，いろいろと協力していただいた。

つまづいている児童への個別支援を目的とした算数
科ステップ学習では，昨年度よりも１．５倍の方々に
協力いていただき，取組として定着してきた。

ステップ学習への学習ボランティア活用は定着
してきたが，それ以外へあまり拡大されていっ
ていない。

朝の学習さわやかタイム（計算・漢字・読
書）を充実させる。ステップ学習（計算）を実
施する。

児童アンケート「計算に自信はつきました
か」４段階評価３以上が９０％ Ａ ９１％の児童がアンケートで「計算に自信が持てた」と答

えており，達成できた。

長期休業中を利用し，補充学習を行う。 長期休業中に３日以上実施 Ａ 夏に２日，冬に１日「学習会」を実施したところ，約６０％の
児童が参加した。

家庭学習
家庭学習の習慣化を図る。（１０～１５分×
学年）

保護者アンケートより「習慣がついている」
８０％ Ｂ 定着率が７２％であった。概ね達成できた。

家庭学習の強化週間を２回設定し，家庭への啓発
をした。保護者の家庭学習に対する意識が高まっ
た。

家庭学習に対する意識がまだまだ低い家庭も
あり，さらに継続して取り組む必要がある。

キャリア教育
（すずか夢工
房・職業体験学
習）

「すずか夢工房」の活用や外部講師を招い
た体験活動を実施する。

年１回以上実施 Ａ
全校集会で「アンサンブルGG」の深小コンサートをした
ら，地域の方の参加が多数あった。ゼロックスによる環境
教育や農光会の協力による体験活動など様々な活動が
できた。

専門的にその分野で活躍されている方々の特別授
業を受け，子どもたちにとって貴重な体験となった。
今後の生き方を考える場をたくさん作れた。

体験活動については，多く実施した学年もあっ
たが，取組に多尐の差ができてきた。キャリア
教育担当者を中心にして，年間活動計画を再
検討する必要がある。

全ての教育活動の場を通して，基本的な話
し方・聞き方の指導を徹底する。

児童アンケート「正しい話し方・聞き方がで
きましたか」４段階評価３以上が９０％ Ａ アンケート結果では，正しい話し方が８６％，正しい聞き方

が９０％であった。達成できた。

深小祭において表現活動を全校で行い，表
現力の向上を目指す。

児童アンケート「深小祭でがんばって表現
できましたか」４段階評価３以上が９０％ Ｂ アンケートは実施していないが，児童たちは限られた時間

の中で，一生懸命取り組んでいた。

基本的生活習
慣の確立

保健だよりや健康安全に関する情報を発
信し，家庭との連携を図り「早寝・早起き・
朝ごはん」の定着を図る。

児童アンケート「睡眠８時間以上，朝食を毎
日食べている」４段階評価３以上が９０％ Ａ 朝食を毎日食べている児童は９８％で，睡眠時間8時間

以上は８１％であった。
「早寝・早起き・朝ごはん」を呼びかけてきた成果とし
て，朝食の高摂取率につながった。

鈴峰中学校区で取り組んでいることでもあり．
「ノーテレビ，ノーゲーム」等についても今後取
り組んでいきたい。

あいさつ
「あいさつ・返事・ありがとう」の運動を徹底
し，挨拶あふれる学校にする。

児童アンケート「元気なあいさつができた」
４段階評価３以上が９５％ Ｂ 元気な挨拶ができた児童は８８％であった。

挨拶の声が小さかったり，こちらから声をかけても挨
拶の返ってこない児童もいるが，児童会を中心に朝
の挨拶運動が継続できている。

たてわり班での活動にも「あいさつ運動」を取り
入れたりするなど，生活全般にわたって見直し
をする必要がある。

ホイッスル携行 毎日の下校指導で声掛けをする。 携行調査の結果１００％ Ａ 一斉下校では毎回声かけをしており，ほぼ１００％に近
い。

ホイッスルが不携帯の児童は，１７９名中毎回１～４
名ぐらいであり，その児童は固定化している。

防犯教室の開催や，児童の危機管理意識を高
めるための指導を引き続きおこなっていく。

いじめ
いじめアンケート結果をもとにいじめをなく
す。

いじめ０ Ｂ いじめの継続を訴える児童が２回目のアンケートでも１１
名あった。担任が聞き取って細やかな指導をしている。

第１回の調査では１６名であったのが，２回目は担
任の働きかけで減っている。

校内研修とも関わって，仲間づくりを大切にし
た学級経営をさらに進める。

学級づくり
「あったか言葉」「ちくちく言葉」を掲示し，他
人への思いやりを大切にする学級づくりを
する。

児童アンケート「あったか言葉・ちくちく言葉
を意識して使うことができた」４段階評価３
以上が９０％

Ｂ あったか言葉を言うように心がけた児童が８８％，ちくちく
言葉を言わないようにした児童が８４％であった。

人権授業
全担任が人権をテーマにした授業を授業参
観で行い，保護者へも啓発する。

年間で１回以上実施 Ａ 年間３回のフリー参観日で，１時間は人権をテーマとした
授業があった。

児童理解

「気になる子」を全職員が共通理解し，取り
組みをするために年３回レポートや情報交
換をもとに「子どもの生活を語る会」を実施
する。

児童アンケート「学校は楽しい」４段階評価
３以上が９５％ Ｂ 学校は楽しいと答えた児童は，９１％であった。

毎月の職員会議で，各学級から児童の実態や学級
の課題を交流し合っている。そのことが児童理解に
つながり、全教職員が同じ歩調で指導できている。
また「子どもの生活を語る会」も既に２回している。

たて割り班活
動

異学年交流を通して他者とかかわる力を高
め，思いやりの心を育む。

児童アンケートで「たて割り班活動は楽し
い」が８０％ Ａ

毎月「たて割り班遊び」の日が何回か設定できた。芋掘り
や縄跳び大会などの行事でも，縦割り班が活用できた。

1年生も一緒に楽しめる遊びを考えたり，工夫したり
することで，相手を思いやろうとする態度が育ってき
ている。

学校だよりは年間３０回以上発行し地域へ
も回覧する。また学級だより等は必要に応
じて発行する。

保護者アンケート「学校は，学校だより等を
通して教育方針や活動内容を分かりやすく
伝えていますか」４段階評価３以上が８０％

Ａ 学校便りは既に３０号を突破しており，それを地域にも回
覧した。保護者アンケートでは９７％であった。

ホームページを充実させる。 月１回以上更新する。 Ａ 月２回以上更新できた。

学校評価
学校評価アンケートを実施し，結果を学校
だよりで公表する。

年間２回実施し公表する。 Ａ 夏と冬に２回実施し，学校便りで公表した。

保護者・地域の
人々の参加

年間に授業参観を２回，フリー参観を３回，
学級懇談会を２回計画的に実施する。

保護者アンケート「学校は，保護者が授業
や学校行事に参加する機会をよく設けてい
ますか」４段階評価３以上９０％

Ａ 授業参観を１回，フリー参観を３回，学級懇談会を２回実
施。アンケート結果でも９１％あった。

地域ボランティ
ア

地域ボランティアを活用する。 年間１０回以上 Ａ
学校園などの花壇の整備を数回，深小祭などでの昔の
遊び，農光会による稲作づくりなどたくさん協力していた
だいた。

今後も人権をテーマとした授業を集中して何時
間か実践したり，授業参観の中でも一斉に公
開したりする。また，保護者に対しても人権意
識を啓発していくとともに，各教科の中でも人
権の視点に立った指導の在り方を追求してい
く。

開かれた学校づくりについては，設定した指標
をすべてクリアすることができ，アンケート結果
からも大きな成果が上がった言える。今後とも
地域・保護者に情報発信に心がけ，学校と保
護者・地域の方との双方向での協力・連携を大
切にした取組を考えていく。
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授業研究

尐人数指導
算数科で尐人数授業，ＴＴ授業等を行い，
個に応じたきめ細やかな指導を行う。
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成
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他人への思いやりを大切にした学級づくりを進めて
きた結果，多くの児童が「困っている子や体の調子
の悪い子を見かけたとき、あたたかい言葉をかけ
る」ことや，「人の心をきずつける言葉を言わないよう
にする」ことを意識しながら学校生活が送れるように
なっきている。

学校の情報を保護者だけでなく，広く地域の方に公
表することで，理解を得られている。保護者アンケー
トにおいて「学校は、学校だより等を通して教育方針
や活動内容を分かりやすく伝えていますか。」の質
問に対して，９７．２％が肯定的であった。

どの行事も保護者や地域の方々にたくさん参加して
もらい，開かれた学校づくりを進めることができた。
地域との連携も深まり，子どもたちが地域を知り，誇
りに思う気持ちが生まれてきた。

　ボランティアの数が増えたことは望ましいこと
である。いろんな面で先生方にも余裕ができる
のではないだろうか。楽しい学校生活を送るに
は，すべての子どもが基礎基本の学力を身に
つけることが重要なことである。そのために
も，ボランティアの協力も含めて，継続して取り
組んでいくことが大切である。

      平成２２年度　学校関係者評価書

百マス計算による計算力強化週間を設けたことで，
子どもたちの集中力が高まった。また，長期休業中
に３日間補充学習の日を設けた。休業中であるにも
かかわらず，平均して６割の出席率があり，そこでは
意欲的に取り組む姿が見られた。

長期休業中の補充学習については，あまりに
も多くの児童が参加するので，気になる児童へ
の個別指導が十分おこなえていない。今後は，
ボランティアの協力を考えていく必要がある。

人の話をしっかりと聞く姿勢ができてきた。どのクラ
スも落ち着いた雰囲気の中で授業ができるように
なってきている。深小祭や集会では，児童会を中心
となって，学年で取り組んだことを堂々とみんなに発
表できた。

コミニュケーション能力の育成は，本校の研修
の重要な部分であり，さらにＵＰするように，継
続して取り組む必要がある。

算数の授業でのＴＴは，子どもの満足度も高く，
全体的にもかなり成果が上がったと言える。。
しかし，個々の児童に目を向けてみると，学習
意欲があまり感じられない子，基礎基本の定
着に課題のある子もみられる。今後は，さらに
指導法の改善や，日常的な指導力向上のため
の研修が必要である。
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情報発信

授業公開については，事前に指導案検討等を行い，
教材研究を深めることができた。全体公開を行わな
い学年であっても，低学年部・高学年部で意見交換
をし，授業を参観し合って，お互いの授業力向上に
努めた。授業改善に大いに役立った。

１・２・３・６年で主に算数の授業でＴＴの授業体制を
とり，それによって学習内容の定着が深まった。児
童・保護者の両者からよい評価があった。

　書く力（特に漢字）に弱みがあるのは，字を
書く習慣が身についていないからだと考えられ
る。近頃は情報機器も普及して，生活に必要
な情報も簡単に手にはいるようになった。情報
を書き写して残しておく必要がなくなったこと
も，その一因になっているように思われる。
　学校では反復練習をさせるなど，書くことを
大切にした取り組みを継続してもらいたい。ま
た，家庭学習の課題として，漢字の練習を多く
課し，家庭と連携して取り組んでいく必要があ
る。

　相手の目を見て，気持ちのよい挨拶をかわ
すことができたなら，素晴らしい一日のスタート
となる。家庭における躾もあろうが，学校で取
り組んでもらっている縦割り班活動を使っても
らってはどうだろうか。縦割り班遊びを始めた
り，終わったりするときにも挨拶に取り組んで
みたらどうだろうか。上級生が行動に移せば，
下の学年もまねをしていくであろう。
　いじめアンケートの結果で，「いじめられてい
る」と感じた児童が，３年生に多いのに気にな
る。「いじめ」の定義は難しいが，特に陰湿な
いじめが起きないよう，一人ひとりに細やかな
指導をお願いしたい。

　相手を理解し，認めることで，子ども同士の
つながりもできてくるはずだから，コミュニケー
ション能力を高めることも大切である。人権教
育を大事にすることで，いじめも尐なくなってい
くのではないだろうか。今後も継続してほしい。

　それぞれの達成状況から判断して，学校が
一生懸命取り組んでいることがわかる。今後も
継続していってほしい。学校と保護者・地域が
双方向で協力・連携する考え方はよいと思う。

　社会生活を営む上で，人の話を聞き，自分
の思いを述べることはとても大切なことであ
る。授業が落ち着いた雰囲気の中でおこえる
ようになったことは，何よりも素晴らしいことで
ある。


